
がんゲノム検査で使用する検体準備のお願い 
 

【ご提出頂く検体について】 

腫瘍部未染スライド 22 枚 

下記の条件を満たしたスライドをご準備ください 

⑴ 手術、生検検体どちらも可能 

⑵ 固定液は 10％中性緩衝ホルマリン溶液を使用 

⑶ 固定時間 6～48 時間 

⑷ 3 年以内の検体 

⑸ 酸脱灰操作を行っていないもの 

（脱灰が必要な場合は EDTA を主成分とする中性脱灰液を使用して下さい） 

⑹ 未染スライドは切片上の面積が 25 ㎟以上、 薄切厚 4-5μm  

⑺ 生検検体の場合、合計体積が 1 ㎣以上になるようにスライド枚数を増やしてください 

⑻ 腫瘍細胞割合： 有核腫瘍細胞の割合 20%以上 

※上記スライドの作製が困難な場合はブロック標本をお貸出しください 

当院にてスライド作製後に返却させていただきます 

 
 

検体についてご不明な点がございましたら、下記までご連絡ください。 
<お問い合わせ> 

千葉大学医学部附属病院 がんゲノム外来 
TEL：043-222-7171（代表） 

内線：6596 


